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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 2 5 6 2 2 3 1 6 7 4 6 6 0
6 * 2 4 2 5 0 0 2 0 1 1 2 1 3 0
7 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 3 3 5 0 0 2 0 2 2 3 2 3 0
9 * 1 4 4 8 1 1 4 1 6 7 1 0 2 0
22 0 0 2 2 5 0 0 2 0 1 1 0 3 0 0
23 * 0 1 1 4 0 2 1 0 0 0 1 1 1 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0
32 * 2 4 3 5 0 0 4 3 2 5 4 1 1 1
37 * 0 0 7 13 4 10 3 2 5 7 2 2 1 1
44 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
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4 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
6 0 1 4 0 0 0 0 1 0 0 0 5 1 0 0
8 * 0 0 2 9 0 0 0 1 2 3 2 3 1 0
10 0 0 0 1 3 2 4 0 2 0 2 0 0 1 0
11 * 1 1 1 5 2 2 0 1 0 1 2 1 1 0
15 0 1 4 1 3 2 2 2 0 0 0 0 0 0 0
19 0 0 0 2 2 1 2 1 1 4 5 1 0 0 0
20 0 0 0 0 1 1 2 1 1 0 1 1 0 0 0
22 * 1 4 4 9 0 0 3 1 2 3 7 1 3 0
23 * 0 1 3 9 3 4 3 6 5 11 5 2 0 0
24 * 0 1 5 10 0 1 3 2 2 4 0 0 0 0
26 0 0 0 2 3 0 0 0 2 2 4 0 2 0 0
30 0 0 1 1 3 0 0 1 1 4 5 2 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
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戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦2次リーグ4日目第3試合は、前年の降格から1部リーグ復帰を目指す流通科
学大学と、2次リーグ初勝ち星をもぎ取りたいびわこ成蹊スポーツ大学との熱い戦いとなった。始終流科大がリードす
る展開で試合は進む。序盤は両チーム堅実なディフェンス、ガッツ溢れるディフェンスリバウンドなどでお互い攻めあ
ぐねる。そこで流科大が#6清水の3Pシュートで均衡を破った。中盤は両者共に足が良く動き、速攻を決めていく。び
わこはマンツーマンディフェンス、2-3ゾーンディフェンス、オールコートマンツーマンと多彩なディフェンスを使い分
け、プレッシャーを与える。それに対し流科大は豊富な運動量のオールコートマンツーマンディフェンスで相手のミス
を誘い、びわこはなかなか差を詰められない。終始落ち着いた試合を展開した流科大が69-78で勝利し、1部リーグ
昇格へ1歩近づいた。
【第1ピリオド】
試合開始直後はびわこが連続攻撃を仕掛けるが、決定力に欠け得点とはならない。流科大の#23龍からのアシストを
受け#37山本が初得点をもぎ取る。それでもびわこは堅実に攻め、均衡状態が続く。そしてびわこは#11村井の3P
シュートで一気に流れを掴み、ターンオーバーからの速攻などで均衡を破る。たまらず流科大は前半1回目のタイム
アウトを取る。流れを切りたい流科大であったが、びわこは堅い守りからの速攻でさらに追い打ちをかける。これに対
し流科大は、#9諏訪の3Pシュートのバスケットカウントから始まり、ゾーンプレスディフェンスや#8松浦の連続得点など
によって勝ち越す。すかさずびわこは前半1回目のタイムアウト。そのまま両者譲らず17-19流科大2点リードで第1ピリ
オドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオドはお互いマンツーマンディフェンスで始まる。両者共にチャンスからのターンオーバーが目立ち、なかな
か点が入らない。流科大はファウルが溜まってしまい、残り6分の時点でファウルトラブルに陥ってしまう。そのまま膠
着状態が続くが、流科大#6清水と#32高田の3Pシュートや速攻により流科大が引き離したところで、びわこは第2ピリ
オド残り2分で前半2回目のタイムアウトを取る。その後びわこ#24中村が好カットインからの2Pシュートを決めるが、流
科大は#25佐藤のスティールからの速攻が決め点差は縮まらない。このまま試合は進み、30-40流科大10点リードで
前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオドはびわこがゾーンディフェンスを仕掛ける。しかし流科大#6清水の3Pシュート、2Pシュートが決まり、びわ
こはいきなり後半1回目のタイムアウトを取らざるを得なくなる。それでもびわこは#24中村のパワープレー、#11村井の
ドライブで食い下がり、得点差は1桁となる。そのままびわこは着実に得点を重ねていき、5点差まで詰め寄ったところ
で流科大が後半1回目のタイムアウト。その後もびわこ#23石田のキレのある切り込みなどで、3点差まで追い上げる。
これに対し流科大は#32高田の3Pシュートや#37山本の2Pシュートで応戦し、49-58の流科大8点リードで第3ピリオド
終了。
【第4ピリオド】
第4ピリオドはびわこのターンオーバーからの流科大の連続得点で始まる。そのまま流科大は堅い守りからの速攻で
得点を重ね、流科大のペースとなり、残り8分でびわこは後半2回目のタイムアウトで流れを切ろうとする。しかし機動
力の高い流科大のオールコートマンツーマンディフェンスをなかなか崩せない。引き続きびわこは2-3ゾーンディフェ
ンスを仕掛けるが、上手く決まらない。流科大はインサイド、アウトサイドをうまく使い分け着実に得点を積み上げる。
点差をつめたいびわこはオールコートマンツーマンディフェンスに切り替えるが、流科大が落ち着いたパス回しで的
を絞らせない。残り1分10点差でびわこはファウルゲームに持ち込むが、点差を縮めることはできず69-78で流科大が
勝利をおさめた。
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